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平成 20 年２月期中間(非連結)業績予想との差異及び通期(非連結)業績予想の修正 

並びに特別損失の発生に関するお知らせ 

 

平成 20 年２月期（平成 19 年３月１日～平成 20 年２月 29 日）の業績予想について、平成 19 年

４月５日付当社「平成 20 年２月期決算短信（非連結）」にて発表いたしました業績予想を下記のと

おり修正いたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上について 

 当下期において売却及び閉店を予定している店舗について、閉店までのキャッシュ・フローがマ

イナスと見込まれるため当中間期に減損損失 46 百万円、退店損失 17 百万円の特別損失を計上する

ものです。 

 

 

２．平成 20 年２月期の業績予想の修正について 

(1) 中間期（平成 19 年３月 1日～平成 19 年８月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） ５，３８５ ２１６ ７５

今 回 修 正 （ Ｂ ） ５，０５７ ５０ △１０７

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ ３２８ △ １７３ △１８２

増   減   率 △６.１％ △ ７６.９％ －

 

(2) 修正理由 

売上高につきましては、当期は出店を抑制し、既存店売上高の回復に注力してまいりま

したが、上半期の既存店売上高が前年比 88.4％となり、当初計画より 328 百万の減少とな

る見込みであります。 

経常利益につきましては、売上の減少に伴い売上総利益が落ち込んだこと、人件費や広

告宣伝費が計画を上回って推移していること等により 173 百万の減少となる見込みであり

ます。 

中間純利益につきましては、当初計画外費用として減損損失 46 百万円、退店損失 17 百

万円の特別損失を計上すること及び繰延税金資産の取り崩し70百万円が発生したこと等に

より 182 百万の減少となる見込みであります。 

 

 



 

(3) 通期（平成 19 年３月 1日～平成 20 年２月 29 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） １０，５００ ４０３ １７０

今 回 修 正 （ Ｂ ） １０，０２１ ２６１ １４

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △４７９ △ １４２ △ １５６

増   減   率 △４.６％ △ ３５.２％ △ ９１.８％

 

 

(4) 修正理由 

売上高につきましては、下期から導入するカルラポイントカードを販売促進の一環とし

て積極的に行い、売上高回復に取り組んでまいりますが、ポイントカード導入が遅れたこ

と、上期の既存店売上高が当初計画より下回ったこと等により通期では約 479 百万円の減

少となる見込みであります。 

経常利益につきましては、売上の減少に伴い売上総利益が落ち込むこと、上期において

人件費や広告宣伝費が計画を上回って推移していること等により通期では 142 百万円の減

少となる見込みであります。 

当期純利益につきましては、上期において特別損失として減損損失 46 百万円、退店損失

17百万を計上すること及び繰延税金資産の取り崩し70百万円が発生したこと等により156

百万の減少となる見込みであります。 

 

 

(5) ご参考：前期の実績（平成 18 年３月 1日～平成 19 年２月 28 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

中   間   期 ５，２９９ ３２１ １３１

通       期 １０，１２７ ３２３ ８５

 

 

以  上 


